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和 5年度伊豆沼 内沼自然再生事業関連活動実績 

 

運営事務局 

 

和元年度 策定した全体構想及び県の事業実施計画 基 下記の活動を行 た  

新型コロナウイ 感染症 類感染症 移行したこ ら 対面形式 の打合せ等を再開した  

 

 月日 名称 場所 主 内容 

 

月 日  

 

運営事務局打合せ 事務局  

 

 

宮城県伊豆沼 内沼 

サンクチ ア ンタ  

下の内容 い 事務局内 協議 確認を行 た  

 

 自然再生事業実施状況等 い  

 伊豆沼 内沼 けるワイ の 組み い  

 自然再生事業関連活動の ケ 確認 

 

月 日 木  

 

霞ヶ浦河川事務所 の情報交

換会 

宮城県 財団  

 

オン イン開催 

 

 エコト ンの先行事例 し 霞ヶ浦の自然再生事業の 組 い

霞ヶ浦河川事務所 情報交換を行 た  

 

月 日  

 

学識経験者意見交換会 

学識経験者 事務局  

 

 

宮城県伊豆沼 内沼 

サンクチ ア ンタ  

学識経験者 対し 下の事項 い 報告を行い 助言を けた  

 

 和 年度 自然再生事業等実施状況 い  

 水質改善検討調査 い  

 ハ の生育状況 い  

 

月 日 火  

 

運営事務局会議 事務局  

 

宮城県伊豆沼 内沼 

サンクチ ア ンタ  

 

下の内容 い 事務局内 協議 確認を行 た  

 

 第 回自然再生協議会の運営 い  

 和 年度の事業計画等 い  

 

月 日 土  

 

第 回自然再生協議会 

協議会員  

 

石越公民館 多目的ホ  

 

協議会員 対し 下の事項 い 報告 協議を行 た  

 

 和 年度伊豆沼 内沼自然再生事業等 い  

 和 年度事業計画案 い  

 



伊豆沼 内沼自然再生事業 え 在来生物 ロ ト事業 ワイ 推進基盤整備事業ほ

和5 度自然再生事業 成果報告

第２期の事業構成
伊豆沼・内沼では外来生物等の増加や水質汚濁によって沼の生物多様性が劣化し，

沼の生態系が脅かされている。そこで，①希少種の生息場所であるエコトーンの造成
を行い，②水生植物や③在来生物等 6種の復元目標種の回復を図る。④ワイズユース
推進を図るため水生植物園を整備し，「まもる」「つなぐ」「活かす」の循環を回す
ことを目標としている。

ト ン造成

植生復元 在来生物復元 ワイ 促進

資料 -

．伊豆沼 内沼自然再生事業等 事業構成

伊豆沼・内沼は，何万羽もの水鳥が冬を過ごす，
国際的にも重要な湿地で，サンクチュアリ（聖
域）として，地域で長年守られてきた。水鳥だ
けでなく，貴重な水生植物や魚介類等を今も見
ることができる。しかし，富栄養化や外来生物
などの影響により，沼の姿は大きく変わってき
た。本事業は，貴重な沼の自然環境と地域社会
を，将来世代に残すために実施するものである。



． ト ン 浅場 造成 造成作業

．現在 湖岸 湖岸浸食 ． ． ト ン造成後 湖岸．

.植生 ト a や蛇篭 b
造成した ト ン . ha

R ～R 造成．

伊豆沼・内沼は長年の湖岸浸食により haの浅場（エコトーン）が消失し，浅場

に生息する生物（トンボ類、水生植物、二枚貝類など）が影響を受けてきた（図 ）。

本業務は 年までに haのエコトーンを造成し生態系復元を図るものである（図

）。今年度は ヶ所（図３- bと ）でエコトーン造成作業を行った。これにより，

今年度までに合計 . haのエコトーンが造成され（図 と ）， . haが造成中となっ

た（図 と ）。造成工法ごとのメリット・デメリットを検証しながら、エコトーン

の造成と管理を引き続き実施する。

.板柵 造成中 ト ン . ha
R 造成．

.板柵 造成した ト ン
.  ha R 造成． .竹竿 造成した ト ン . ha

R 造成．

a

b

．沼 造成し た ヶ所 ト ン 置 外観 ．



．R 度 造成した ト ン．
昨 引 続 抽水植物 増加
希少種 生育 確認さ た.

．R 造成した板柵 ト
ン内 群落 面積.

． ト ン 浅場 造成 造成地 動植物 動向

水生植物 回復

．造成した板柵 ト ン．板柵

内側 土砂 堆積し，引 続
群落 拡大 認 た.

．新た 確認した
イ 国 絶滅 惧種Ⅱ類 ．R 造
成した ト ン い 確認．

．新た 確認した 国 準絶滅
惧種 ．R 造成した ト ン
い 確認．

．伊豆沼 内沼 ト ン候補地． 度
秋期 昨 度 同様 水 k.p. . m
し， 出し いた範 昨 度 同様 考

え 約 ha 適 水 底質管理や食

害管理を施せば 区域 抽水植物群落
生育す ト ン 考え

■ 出範

これまでに造成したエコトーンで動植物をモニタリングした．令和2～4年度に造成した

3ヶ所では，砂泥の堆積やマコモ等の群落の拡大が進んでおり，1980年の洪水以降，長年姿

を消していたエコトーン（浅場）の植物群落の回復が確認された（図1～3）。造成したエ

コトーンの一部では, ヨシ刈りなどの管理活動も行った。刈払った区域では, ミズアオイ，

コツブヌマハリイやミズニラといった希少植物の発生も確認された（図4～6）。これらの

希少種は攪乱に適応した生態を持ち，ヨシ刈りのような攪乱と同様の性質を持つ活動は，

生育に有利に働いた可能性がある。ヨシ刈りなどの管理作業を適切に取り入れることが効

果的だろう。また, アオサギなどの水鳥も浅場の水位が低下した時期に頻繁に観察された．

． ト ンを利用す ア 矢
日 : 撮影
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．植生保全 適 管理

伊豆沼 内沼 ， や 類 広範 繁茂 ， 要 観光資源 一方，そ 枯葉等 水質

汚 や貧酸素状態 引 起 い そ 対策 約 ha 払い，そ 一部 陸揚

，溶存酸素 改善， 機物 堆積軽減等 ～ 払 結果，溶存酸素濃度

%～ % 昇 陸揚 約 t あ 伊豆沼 群落

ha 伊豆沼水面 ha ％ 占 い ， 洪水 影響 約

% 減少 約 ％ ま 増 減少 代わ 繁茂

溶存酸素濃度 い い 来 度以降 回復 モ タ ン ，観光資源 水生生

物 保全 視 入 ， 群落 適 管理 求

． 群落 払い区 溶存酸素濃度 均値 差 日 ．

． 度 払い範 日． 取った 一部 陸揚 し， 機物
堆積防 を った 日

． 払い後 水面． 払い前 群落

表層 中層 底層



．植生保全 復元活動
ま 伊豆沼 内沼 姿 消 種 水草 復元 目指 移植 行 ，環境 変

化 植栽方法や移植 水草 種類 適 ，水草 沼へ 定着 増 進 い

度 昨 度 引 移植方法 改良 ． ト 山砂 被覆 水草 流失 軽減

波浪対策 講 ．ま ， 出 強い水草 モ 移植種 え ．そ 結

果，早春 時点 生残率 % % 昇 ，秋 植栽地周辺 多数 ロモ

モ 確認 ．植栽方法 改善 効果的 あ 新 使用 モ 伊豆沼 環境

適 い 考え ．ま ，初夏 水 抑え ，湖底 光環境 改善さ

点 寄与 可能性 あ ． 回 成果 後 モ タ ン い 必要 あ ．

．植栽枠 食害防 用 トを取
付 様子．

．増殖，養生した ロ ．後 伊豆沼
移植した．

．植栽した水草 株数 増減 R 度 ．
早春 . % 減少し，そ 後 減少した
た ， . ％し 生存し った．

．植栽枠 側面 ．

砂

．植栽枠 い 繁茂した .

．植栽した水草 株数 増減 R 度 ．
植栽方法を改善した結果，早春 . % 生存した．
そ 後， ロ 急増し，植栽数 ％ 達した．

.

.
.

.

.

.

%



～

種
数

野生 発掘 採集 消失

系
統
保
存

．伊豆沼 内沼 記録さ た 水 浮葉 浮遊植物種数 変遷．野生種減，系統保存種比率増．

系
統
保
存

系
統
保
存

系
統
保
存

系
統
保
存

系
統
保
存

系
統
保
存

系
統
保
存

．植生保全 埋土種子 復元活動

ま 伊豆沼 内沼 姿 消 種 水草 復元 目指 ，泥中 埋土種子 系統

保存 行 ～ ま 浅水域 自生 種 再確認さ い ，湖岸

水田跡 泥 採 ，浅い水 条件 ㎝ 変更 ，浅水域 自生 水草 発

掘 成 ま H 採集 埋土種子 ， ウモ 確認 泥中

確認さ 種 種 増

．底泥中 含 た埋土種子発芽試験．

．埋土種子 発芽した ．他 ロ イ
や ワト 湿性植物 発芽した．

．埋土種子 発芽した ．近縁
イ 異 殖芽を形成し い．

． 和 度 採集した沼 底泥．過去 水草
多く確認さ いた場所 い ，採集を行った．



．在来生物復元 外来魚防除

1.  人工産卵床 チ 産卵床駆除数． 2. 角網 チ 稚魚駆除数．

伊豆沼 内沼 侵入 チ 生態系へ 被害 防 ，在来魚等 回復さ

目的 ，人工産卵床や稚魚 い等 防除活動 組 人工産卵床 ， 箇所 産

卵床 駆除 1 角網 稚魚 い 駆除 稚魚 ， ，９ 個体 2 伊

豆沼 内沼 チ 引 密度管理 状態 あ 考え ， 度 産卵床

駆除数 多 留意 引 モ タ ン い 必要 あ ま

い 人工産卵床 箇所 あ 電気 個体 密度管理状態 遅

滞相管理段階 9 入 可能性 考え

チ

, 個体
稚魚を駆除

3. 人工産卵床 産卵床駆除数． 4. 電気 ボ ト 駆除数.

駆除数した
産卵床 個体

,



チ
, 個体

魚類回復期
約 , 個体

問題発生前
約 , 個体

問題発生後
個体

．在来生物復元 外来魚防除

定置網 在来魚等 捕獲数 増 5 モ やタモロ ， 類 普通種

大 増 ，希少種 あ タ 昨 度 引 確認さ

チ 減少 結果 以降魚 類 個体数 均 個体前後ま 回復

定置網 捕獲さ 魚 類 当初 チ 割 占 い

％程度 ． 合計 個体 捕獲さ い ，在来魚等

捕獲数 約 ％ わ 数 あ 希少魚 あ タ 引 確認さ

，ま ，多数 チ やチ ウ エ 確認さ

伊豆沼 定置網 捕獲数 変化．

定置網 獲 た魚 類 変化

獲 た魚類

タ チ ウ エチ

駆除当初 赤印 駆除途中 見え い



2． チ 推定個体数
算出した個体数 将来

予測．推定生息数 10個
体を 回 2030 ，
1個体を 回 2037

算出さ た．

駆除活動 → 密度管理 → 遅滞相管理

個
体
数

．在来生物復元 外来魚防除

密度管理 遅滞相管理 へ

． チ 推定個体数
経 変化．外来魚防除
広く使わ い 個体数推
定 ロ Program 
CAPTURE を用い 算出した．

個体

個体

9. 駆除活動 遅滞相管理 イ ．

伊豆沼 内沼 チ 成魚 生息数 除去法 用い 推定 ，推定生

息数 減少傾向 あ ，2023 個体 推定さ 減少傾向 い い 考え

1 減少傾向 場合， チ 推定生息数 ，2030 10個体

，2037 1個体 回 予測さ 2 チ 推定生息数 少 ，沼 在

来生物 大 回復 い 現状 ，少 チ 密度管理 状態 あ 考え

密度管理 さ 生息密度 さ ，外来魚 繁殖 難 ， ト 管理

遅滞相管理 入 目標 あ 既 そ 段階 入 考え 比

較 参考 う



．在来生物復元 復元 イ

イ 人工種苗生産

3. イ 親貝 .寄生させた .白い粒 寄生した幼生

繁殖期のカラスガイの雌は鰓に卵や幼生を持つため、貝の内部を観察することで成熟してい

るか否かの判別が可能である（図１）。昨年度実施した、内沼と人工飼育の個体を対象とした

調査により、内沼の野生個体では10月から翌年2月まで卵を持つ個体が確認された（図2上）。

しかし、内沼の野生個体では幼生を持つ雌個体は確認されなかった（図2下）。沼においてカ

ラスガイの老齢化が進行し、卵あるいは精子の受精能力が低下している可能性が示され，人工

種苗生産の必要性が改めて示された．

イ 繁殖状況

1. イ 鰓 卵 幼生 顕微鏡写真． . イ 生殖周期 繁殖期 成熟状
況 ．

二枚貝類 幼生 期間 科魚類 寄生 特異 生態 持 そ 科魚類 用い 人

工種苗生産 実施 昨 度 種 科魚類 用い 個体 稚貝 生産 そ 後

飼育期間中 線虫 食害 全 死亡 度 個体 稚貝 生産 中

旬時点 昨 度 異 飼育装置 作成 育成 予定 あ



伊豆沼 内沼 イ 急
減少 い 沼 生息密

度 高い区域 対象 ，そ 生息密
度や繁殖状況 モ タ ン そ
結果，1994 広範 行わ
調査 比較 ，生息密度 約4

1 ， 度 幼貝 確認さ
繁殖状況 厳 い 考え

捕
獲
数
/網

/日
生
息
地
点
数

アイ 型 魚 類 食物
， 型魚や エ 等 回

復 増 期待さ
い 変動 大 い ，
2013 以降，増 傾向 認 ，
度 羽 記録

ヌカエビの秋季の生息数は，
2014年に増加したが，チュウゴク
スジエビの増加の影響を受けてか
2018年に激減し，今年度も低下状
態にある。すぐに個体群の存続が危
ぶまれる状況ではないが，引き続き
動向を注視する必要がある。

2015 沼 再確認さ ，2017

以降 増 傾向 あ 沼 繁殖
確認さ 種 定着段階 入 思
わ ． 度 例 多

タ 確認さ
少数 ま そ 生息状況 安定
い い 考え

沼周辺 イトトン 生息
地 減少傾向 あ ，環境修復
新 生息地 創出 目指 い
種 安定 生息地 創出
調査 環境整備 引 行う｡

．在来生物復元 目標生物 回復状況

水植物

タ

アイ

イトトンボ

イ

目標値 個体/網/日

チ 増加

目標値

個
体
数

.

.

.

.

捕
獲
数
/網

/日

大 水植物 沼
移植 水植物 ま
増 そ 後減少
再び増 大部 タ

モ ， ロモ 増 い 夏
水 湖底 光条件 改善や洪
水後 開放水面 増 寄与
考え



図2. 3 木橋設置前の様子

. ワイ 推進基盤整備 方針 整備結果

．水生植物園 再整備方針
条約 理念 地 ワイ 賢明 利用 掲 い 業務

自然体験や環境学習 通 伊豆沼 内沼 保全 利活用 両立 ワイ

推進 基盤 整備 あ

． 和 度 再整備成果報告

図2. 1 植栽区の造成前の様子

植物園内 池 番池 ト ンロ 植栽区域 造成 タ 植栽した。

．再整備 ｹ 計画

植栽区域 造成

木橋 設置
植物園内 体験学習等 利用 度 高いエ ア 通 水路 基 木橋 設置した。

図2. 2 植栽区の造成後の様子

図2. 4 木橋設置後の様子



拡幅 水路 置①～④ 示 観察 地内 水路 内 ｍ 拡幅

タ 植栽 ま 各①～④ 流側 堰 設置 水面 常時生 う

観察湿地 水路 一部を拡幅し タを植栽

拡幅前 拡幅後

植物園内 池 番池 岸辺約 m 範 浸食防止用 板柵 設置

浸食防 用 板柵 mを設置

板柵 設置前 板柵 設置後

■次 度以降

水生植物園 所 誘 板 設置

水生植物園内 所 休憩用 ンチ 増設

水中観察施設 整備 等 予定



地元 中学校や 内外 高校 大学 実習活動 始 企業 C 活動 依 ，

件， 名 伊豆沼 体験活動や水生植物園 植栽活動 行

時点

. ワイ 推進基盤整備 自然体験活動へ 活用

新田 学校 生 タモ網 観察 様子

志波姫 学校 生 学習 様子

鶯沢 学校 生 沼歩 観察 様子

久 浜中学校 環境学習 様子



栗原南中学校 学習 様子

ト タ自動車東日 株 様 C 活動 モ 様子

ト タ自動車東日 株 様 C 活動 板柵設置 様子

石巻専修大学 外学習 様子



資料 1-3 
 

 

 

 

 

 

 

 

1. 調査目的 内容 

伊豆沼･内沼自然再生全体構想(第 2期) 事業目標 エコ ン 造成 あ  

エコ ン 創出 ス イ等 目標生物種 生息場 提供 く 底質 砂質 底質

溶出抑制や 出 分解促進 水質改善効果 期 さ い  

本調査 エコ ン造成 水質改善効果 検証 過 度 実施 い 湖底質 含

試験及 粒度分布試験 加え 底質改善 伴う水質改善効果把握 溶出 度試験 実施  

 

2. 調査方法 

2.1  調査時期と調査位置 

(イ) 調査時期 

夏季(エコ ン非 出) 和 日 

秋季(エコ ン 出) 和 日 

 

( ) 調査地点 

調査地点 置図 図 1～3 示  

砂質エコ ン 調査地点 い 昨 度調査内 マコモ植生 多寡 底質環境改善 一定

効果 あ 確認 や 造成地 マコモ等 抽水植物群落 拡大

踏 え 造成地 う 植生 あ 地点 実施  

表 1 調査地点 

砂質エコ ン 
調査地点 1 造成地 マコモ植生  

調査地点 2:非造成地 

泥質エコ ン 
調査地点 3:試験区内 

調査地点 4:試験区外 

 

( ) 現地 観測 記録 

各採取地点 採取地点 採取方法 底質 状態(堆積物 砂･シ 等 別 色 ORP 臭気 外観

等) 直 観測測定 記録  

 

 

 

令和５年度伊豆沼 内沼自然再生事業水質改善効果検討調査結果 

エコト ン造成地等の底質調査 

宮城県環境生活部環境対策課 

委託業者:国際航業株式会社 



 

 

3. エコト ン造成地等の底質調査 

3.1  調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 底質採取地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 砂質エコト ン試料採取地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 泥質エコト ン試料採取地点

砂質エコト ン 

造成地 

泥質エコト ン 

試験区 

調査地点 1 

マコ 等の植生 

 

調査地点 2 

(非造成地) 

<凡例> 

●調査地点 1：造成地 マコ 植生  

〇調査地点 2：非造成地 

 

<凡例> 

●調査地点 3(試験区内) 

〇調査地点 4(試験区外) 



 

 

3.2  エコト ン試験区について 

泥質エコ ン 湖岸部 土止 柵 設置 水 変動 泥 自然堆積 エコ ン

あ 完成 数十 そ 湖岸 枠 設置 枠 中 9 11 出 う

高さ近く 近傍 泥 入 泥質エコ ン 試験区 5箇所 造成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 泥質エコト ン試験区 

 

3.3  採取試料の状況 

砂質エコ ン造成地 底質 砂 シ 混 砂 枯 植物片  

泥質エコ ン試験区 底質 シ 砂混 シ あ 対 試験区外 シ 主体 あ  

 

 砂質エコトーン 泥質エコトーン 

 

調査地点 1 

造成地(マコモ植生有) 

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点 4 

試験区外 

夏
季 

(

エ
コ
ト
ー
ン
干
出
無)

 

    

秋
季 

(

エ
コ
ト
ー
ン
干
出
有)

 

    

図 5 採取試料の状況

直径： ｃｍ

筒の高さ：５ ｃｍ 干出 し水位： ｃｍ

泥の高さ： ｃｍ 降雨 変動あ

干出時水位： ｃｍ

月半ばまで

月か 徐々 水位上昇



 

 

3.4  含 量試験 

(イ) 試料採取方法 

試料 採取 底質調査方法 ( 成 24 8 環境省水･大気環境局) 定 方法 参考 底質表

層(約 1cm程度) 採取  

 

( ) 分析項目 

分析項目 COD BOD T-N T-P 4項目 実施  

BOD 分析方法 あ  

BOD mg-O2/g-sed 分析 底質 湖水 定 懸濁させ 通常水 BOD 様 測定

湖水 BOD分 底質 懸濁させ BOD 差 引 最終的 mg-O2/g-sed 評価

 

 

( ) 試験結果 

今 度 含 試験結果 表 1 過去 含 試験 比較 図 6 示  

砂質エコ ン 造成地 泥質エコ ン 試験区 比較 泥質エコ ン い Ｏ 等 含

高く 傾向  

造成 無等 砂質エコ ン 調査地点 泥質エコ ン 調査地点 全

項目 値 エコ ン造成 底質改善 効 あ 示 い  

出 無 比較 非 出時 比 出時 含 高く 傾向  

今 度 調査結果 過去 結果 比較 Ｏ 等 含 大 差 く 昨 度 程度 結

果 あ  

 

 

 表 1 含 量試験結果            単位 mg/g 

分析項

目 

エコ ン 

出  

無 

砂質エコ ン 泥質エコ ン 

調査地点 1 

造成地 

マコモ植生  

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点 4試験

区外 

COD 
非 出 1.9 2.9 6.8 46 

出 2.2 4.2 62 85 

BOD 
非 出 <0.5 <0.5 0.6 1.4 

出 <0.5 0.7 3.3 5.9 

T-N 
非 出 0.13 0.17 0.33 1.8 

出 0.2 0.35 4.2 5.4 

T-P 
非 出 0.07 0.09 0.09 0.37 

出 0.07 0.10 0.80 1.1 

注)調査時期 エコ ン 出無 夏季 エコ ン 出 秋季 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 砂質エコト ン 左 泥質エコト ン 右 に け 過去の含 量試験結果との比較 
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3.5  溶出 度試験 

(イ) 試料採取方法 試験方法 

溶出 度試験試料 採取 湖沼底質環境 調査手引 案 成 21 度 3 国土交通省東 地方整備

局 方法 基本 現地状況 踏 え 内 6.0cm アク イプ 底泥厚 10cm

う 採取 行 試験 用い 直 水 湖水 い 調査地 水深 い 底泥 時 十分

採取 難 試験時 別途採取 湖水 アク イプ内 水深 60cm う

投入 直 水 試験 水温一定 20℃ 状態 7日間実施 試験中 エア タ 直 水表層

部 常 曝気 試験終了後 直 水 過 後 水質分析 実施  

 

( ) 分析項目 

分析項目 COD T-N T-P 3項目 実施  

 

( ) 試験結果 

今 度 溶出 試験結果 表 2 過去 伊豆沼 実施さ 溶出 度試験結果 比較 表 3 示

 

砂質エコ ン 泥質エコ ン 比較 泥質エコ ン 溶出 度 く 傾向 含

試験 濃度変 傾向 一致 い  

砂質エコ ン 調査地点 泥質エコ ン 調査地点 比較 タ ば

泥質エコ ン 調査地点 溶出 度 遅く 傾向 見 砂質エコ ン 出

時 調査地点 溶出 度 い  

出 無 ば あ 調査地点 及 泥質エコ ン COD 除く 出時

非 出時 溶出 度 く 傾向 あ  

今 度 調査結果 過去 結果 比較 概 程度 値 示  

 

表 2 溶出 度試験結果             単位 mg/m²/d 

分析

項目 

エコ ン 

出 無 

砂質エコ ン 泥質エコ ン 

調査地点 1 

造成地 

マコモ植生  

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点 4 

試験区外 

COD 
非 出 98.00 -51.37 12.86 20.40 

出 4.57 87.36 34.29 68.57 

T-N 
非 出 7.37 -0.93 15.64 67.51 

出 -9.29 16.57 0.00 17.143 

T-P 
非 出 0.90 0.73 1.31 5.10 

出 -4.48 -0.39 -4.46 -4.29 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 3 過去の溶出 度試験結果との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エコ ン 種類 砂質エコ ン 泥質エコ ン 

調査実施期間 東 工大 東 大学 宮城県 東 工大 東 大学 宮城県 

実施  2009  2022  2023  2009  2022  2023  

COD 

(mg/m²/d) 

非 出 － 75.4 98.00 171.8 97.0 12.86 

出 － 30.8 4.57 － 44.4 34.29 

T-N 

(mg/m²/d) 

非 出 － 11.7 7.37 － 37.1 15.64 

出 － 2.5 -9.27 － 10.4 0.00 

T-P 

(mg/m²/d) 

非 出 － 0.12 0.90 － 0.11 1.31 

出 － -0.12 -4.48 － 0.45 -4.46 

注 1)調査時期 エコ ン非 出 夏季 エコ ン 出 秋季 

注 2 東 工大 調査 湖心部 底泥 用い 行い 表中 値 全調査地点 均値 示 い  

 



 

 

 

3.6  粒度分布試験結果 

(イ) 試験方法 

粒度試験 方法 日本産業規格 A1204 則 実施  

 

( ) 試験結果 

  今 度 粒度試験結果 表 3 過去 粒度試験結果 比較 図 7 示  

砂質エコ ン い 調査地点 1及 調査地点 2 両者 砂 く 礫混 砂 構成さ い  

一方 泥質エコ ン 調査地点 3 主 砂 構成さ い 調査地点 4 季節変

非 出時 砂 出時 シ や粘土 主 い  

出時 調査地点 4 除く調査結果 砂分 割合 高く 砂質エコ ン 調査地点 1及 2 泥

質エコ ン 調査地点 3 様 粒度組成 い  

秋季 調査地点 4 い シ 分 粘土分 合わせ 割合 概 80%程度 占 い  

昨 度 結果 比較 粒度組成 大 変 い  

表 3 粒度試験結果 

分析項目 

エコ 

ン 

出  

無 

砂質エコ ン 泥質エコ ン 

調査地点 1 

造成地 

(マコモ植生 ) 

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点4 

試験区外 

土粒子  

密度(g/㎤) 

出無 2.885 2.806 2.671 2.590 

出  2.956 2.861 2.623 2.438 

粒
度 

礫分(%) 

(～75mm) 

出無 8.8 3.7 1.0 0.0 

出  11.1 9.7 0.2 0.0 

砂分(%) 

(～2mm) 

出無 90.1 94.8 96.1 73.3 

出  87.9 88.7 74.8 18.4 

シ 分(%) 

(～0.075mm) 

出無 0.4 0.2 1.2 8.0 

出  0.5 0.8 9.0 40.1 

粘土分(%) 

(～0.005mm) 

出無 0.7 1.3 1.7 18.7 

出  0.5 0.8 16.0 41.5 

最大粒  

(mm) 

出無 19 9.5 19 2 

出  19 19 9.5 2 

50%粒  

D50(mm) 

出無 0.34 0.33 0.30 0.18 

出  0.36 0.37 0.20 0.0089 

地盤 料 

分類  

出無 礫混 砂 砂 砂 細粒分質砂 

出  礫混 砂 礫混 砂 細粒分質砂 砂質細粒土 

注)調査時期 エコ ン 出無 夏季 エコ ン 出 秋季 

 

図 7 過去の粒度試験結果との比較 
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3.7  伊豆沼の現況水質 公共用水域調査結果  

BOD COD SS T-N T-P 冬季 春季 湖水中 濃度 高く 傾向 示 い  

記 内 BOD COD SS 伊豆沼入口 荒川河口付近 伊豆沼中央 伊豆沼出口 高く 傾

向 示 い う 傾向 原因 い 複数考え 湖沼 内的要因 底質 溶出 底

泥巻 汚濁等 作用 い 可能性や 荒川 外 水源 流入水 内沼 周辺水田

負荷 大 い可能性等 考え  

DO い 夏季 除い 伊豆沼入口 伊豆沼中央 出口 方 濃度 高く い

湖水中 植物プ ンク ン等 溶存酸素 増加 考え 一方 夏季 い

ス 繁茂 湖流 滞留や水温 昇 伴う動物プ ンク ン及 ク ア 活動 活性

湖水 溶存酸素 減少 可能性 考え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BODの濃度変化 CODの濃度変化 SSの濃度変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T-Nの濃度変化 T-Pの濃度変化 DOの濃度変化 

図 8 伊豆沼の水質(2023年 1 ～2023年 12 )  

 

湖沼 流入 機物等 移流 拡散 降

湖底 堆積 底泥  

底泥 溶出 や 巻 作用 機物や

栄養塩類 窒素 ン等 湖水 回帰  

溶出 底泥 固形物 分解 溶解 底泥中 粒子

粒子 隙間 含 間隙水 移行 そ 湖水 拡

散 静置溶出 湖水 交換 浮 溶出 さ 作用

あ  

巻 風波等 底泥 巻 湖水

回帰 作用 あ  

機物 好気性細菌 分解さ 溶存酸素 DO 消

費さ  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 底泥 湖水への汚濁物質の回帰 カニズ 4  

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

S
S
(
m
g
/
L
)

調査

伊豆沼入口

伊豆沼中央

伊豆沼出口

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

B
O
D
(
m
g
/
L
)

調査

伊豆沼入口

伊豆沼中央

伊豆沼出口

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

C
O
D
(
m
g
/
L
)

調査

伊豆沼入口

伊豆沼中央

伊豆沼出口

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

T
-
N
(
m
g
/
L
)

調査

伊豆沼入口

伊豆沼中央

伊豆沼出口

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

T
-
P
(
m
g
/
L
)

調査

伊豆沼入口

伊豆沼中央

伊豆沼出口

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

D
O
(
m
g
/
L
)

調査

伊豆沼入口

伊豆沼中央

伊豆沼出口



 

 

3.8  考察 

非 出時 比較 底質中 好気的 出時 い 機物分解 促進さ 底質中 COD 値等

減少 予想さ 本調査結果 い 砂質エコ ン 泥質エコ ン 両底質中 含 BOD

COD T-N T-P 非 出時 出時 高く 傾向 地点 認 原因 夏

季 繁茂 ス等 分解 堆積 含 増加 考え 砂質エコ ン 造成地及

泥質エコ ン 試験区 非施工区域 比較的 COD値等 い 湖岸 造成や

出 底質環境 改善 一定 効果 あ 考え  

 溶出 度試験 い 砂質エコ ン造成地及 泥質エコ ン COD 除く 出時 溶出 度

遅く 傾向 エコ ン造成 底質環境改善 等 対策 水質改善 一定 効果

あ 示唆さ  

 本調査 い 湖岸 造成等 底質環境改善 一定 効果 あ 確認 底質環

境改善 湖底 機物溶出 減少 効果 あ 確認  

来 度 降 調査 い 引 砂質エコ ン 泥質エコ ン 含 試験及 粒度試験

実施 底質環境改善効果 把握 今後 砂質エコ ン 新設 蛇篭施設 効果確認

等 実施 必要 あ 考え  
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 調査内容 目的 

 伊豆沼内 COD 値 長期的 増加 表

水質改善 課題 い 公共用水

域水質測定結果 COD値 伊豆沼流入河川

高いこ 判明 い 表 こ 和 3
度 流入河川 複数 ポ ン を設定 主

COD 負荷量 増加 地点を把握 伊豆沼

COD値増加 原因を究明 こ を目的 流入河

川 採水及び分析を実施  

 

 方法 

伊豆沼 流入河川 主 荒川及び照越川 2

系統 あ 前 度調査 荒川 照越川い

い 流地点 流地点 間 COD 負
荷量 差 見 途中 増加 要因 あ

考え  

こ 今 度 新 記 ポ ン を

設定 図 図 図  

(1)  荒川 流 COD負荷量比 い 和

度 設定ポ ン 大 く 和 度

設定 荒川 流 A 及び 荒川 流 B

小さ こ 負荷量増加 原因 あ

予想さ 中間地点 ポ ン

を設定 直  

(2)  照越川 和 度 和 度 設定ポ

ン い 流 流 COD負荷量比 小

さ さ 流側 地点 負荷量増加

要因 あ 推察さ 流地点

い 和 度 流地点 約 1.3km
流側を新 照越川 流 を設定  

 他 流地点 い 両河川 従来 同

地点  

機汚濁成分 微生物学的分解性 難易を

把握 こ を目的 和 度 BOD 値
併 測定 い  

 調査時期 い 水質 季節変動 把

握 引 続 夏季 ７ 冬季

実施 こ  

 

 令和 年度の調査結果 

(1) COD値 COD負荷量 
(a) 荒川流域 

流域 流域を比較 こ COD値 過

度 変わ い値 あ COD負荷量
冬季 和 度 和 度 中間程度

比 見 夏季 い 流 A B
流量 非常 小さ 過 度

比較 最 小さい負荷量比 特

流 B クロロフ ル a 大 値を示  
冬季 結果 和 度 流設定ポ ン

和 度 流設定ポ ン 間 段階的

負荷量 増加 い 思わ 図 表

表  

 

(b) 照越川流域 

過 度 比 夏季 COD 負荷量比 大 く

い 調査時 付近 生活排水 流入 見

実際 ンモニウム オン 燐酸態燐 過

度 多量 検出さ こ 原因

考え  

冬季調査時 生活排水 流入 見 COD
負荷量比 依然 小さい あ 従

恒常的 負荷量増加 要因 さ 流側

あ 推察さ 図 表  

 

(c)伊豆沼流入口及び流出口 

夏季 流出口 い COD値 和 度

さ 高い値を示 和 度 比較

1.5倍 増加 原因 和

７ 豪雨 影響 沼内 ハス 繁茂 大幅

遅 植物プランク ン 繁殖 優先 こ

考え さ 今 度 夏季 観測 最

均気温 高く 沼内 水温 昇 底質

機物質等 溶出を増加さ こ 一因

考え  

一方 COD負荷量 流入口 流出口 い

大 差 見 点 過 度 同様 傾向 あ

々流量 測定値 減少 数値 負

荷 出入 減少 い う 見え 調査

時 降雨状況等 大 く左 さ 数字 あ

今後 ータ 積 重 を踏 え 評価

い 表 表  

 

(2)COD 及び BOD 関係 

伊豆沼流入河川 BOD 値 和 度 い

1.0mg/L あ 今 度 夏季

い 全 地点 1.5mg/L 河川 環境

基準類型 AA 値を超え 結果  

BOD/COD 比 い 今 度 夏季 流出口

い 大幅 増加 い 先述 昨

度 比 大幅 増殖 植物プランク ン 呼吸

消費 酸素 BOD 値 影響 考え

表  

 

宮城県保健環境センタ  水環境部 

令和 年度伊豆沼 内沼自然再生事業に基 く水質調査結果に い  

流入河川調査 



 今後の展開に い  

今 度 特 夏季 い 汚濁発生 関わ

事象 いく 見 局所的

一時的 あ 可能性 考慮 採水箇

所や時期を選定 参考 い  

COD 負荷量 い 流域 流域

比率 途中流域 さ 増加 要因 あ

推察さ 引 続 流入河川

水質を縦断的 調査 季節変動や 流域

流域 差 汚濁負荷源 解明を試 必

要 あ 考え い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  令和 年度調査ポ ン  

図  荒川 流における 流との COD 負荷量比 R3～R5  

図  照越川 流における 流との COD 負荷量比 R3～R5  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  伊豆沼 COD 値経年変化 公共用水域測定結果  

表  伊豆沼入口測定結果 公共用水域測定結果  

①　 Ｏ 経 変化 順位　(mg L
度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

％値 9.0 9.8 9.9 9.2 9.6 9.4 11 9.6 9.1 11 13 14 15 16 15 20

均値 8.3 9.5 10 8.6 9.2 8.8 10 9.2 8.9 11 11 13 14 14 13 17

基準値 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

順位 7位 位 位 - 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位 -

順位 均値に る。H 度か 全国ワースト 位ま 発表。 位以下 不明。

R1.4 R1.5 R1.6 R1.7 R1.8 R1.9 R1.10 R1.11 R1.12 R2.1 R2.2 R2.3

BOD 2.8 1.5 2.3 1.4 0.9 0.9 0.7 0.9 0.8 1.0 0.9 1.1

COD 7.1 6.6 12.0 6.8 6.6 7.7 6.3 4.7 4.7 4.7 3.0 5.3

R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10 R2.11 R2.12 R3.1 R3.2 R3.3

BOD 1.0 1.3 1.5 1.1 0.9 0.7 0.9 0.8 0.8 1.3 1.7 1.2

COD 3.4 4.5 6.5 7.7 6.0 4.7 5.7 4.2 4.3 5.9 5.6 3.7

R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8 R3.9 R3.10 R3.11 R3.12 R4.1 R4.2 R4.3

BOD 1.2 1.9 1.3 1.0 1.0 1.4 0.7 0.8 0.6 1.5 1.5 1.3

COD 3.5 5.9 5.8 5.0 7.2 6.9 5.4 5.0 6.4 5.6 5.2 4.9

R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3

BOD 2.2 1.3 1.6 1.3 0.9 1.7 0.9 1.9 1.2 0.8 1.3 3.2

COD 6.8 5.2 8.3 7.5 7.3 5.9 5.8 8.4 5.6 4.9 4.7 7.6

伊豆沼入口測定結果(mg/L)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  COD、BOD、負荷量関係の タ一覧 R3～R5  

COD

(mg/L)

d-COD

(mg/L)

BOD

(mg/L)
BOD/COD

流量
(m3/s)

COD負荷量
(kg/d)

COD負荷量
流比

荒川 流A 3.8 3.7 0.3 0.08 0.030 9.9 0.14
荒川 流B 5.0 4.6 0.7 0.14 0.034 14.7 0.21
照越川 流 3.8 3.8 0.5 0.13 0.004 1.4 0.10
荒川 流 3.4 3.2 0.8 0.24 0.235 70.8 1.00

照越川 流 5.6 5.4 0.7 0.13 0.029 14.2 1.00
伊豆沼入口橋 3.9 3.5 0.7 0.18 0.149 50.3 -
伊豆沼出口橋 18.5 9.3 10.9 0.59 0.688 1103.0 -
荒川 流A 8.2 7.5 1.7 0.21 0.005 3.5 0.03
荒川 流B 8.6 6.4 2.0 0.23 0.003 2.2 0.02
照越川 流 9.3 8.5 1.9 0.20 0.005 3.8 0.46
荒川 流 5.4 4.4 1.6 0.30 0.231 109.2 1.00

照越川 流 9.6 8.6 1.9 0.20 0.010 8.3 1.00
伊豆沼入口橋 5.7 5.0 1.6 0.28 0.107 52.9 -
伊豆沼出口橋 16.6 10.1 7.6 0.46 0.978 1405.9 -
荒川 流A 3.7 3.0 0.5 0.14 0.024 7.9 0.05
荒川 流B 4.2 3.7 0.7 0.17 0.022 8.1 0.05
照越川 流 3.7 3.6 0.3 0.08 0.008 2.6 0.05
荒川 流 3.7 3.2 0.9 0.24 0.467 152.1 1.00

照越川 流 5.3 4.8 0.6 0.11 0.105 48.8 1.00
伊豆沼入口橋 4.2 3.7 0.7 0.17 0.585 213.0 -
伊豆沼出口橋 18.0 8.7 11.0 0.61 - - -
荒川 流A 8.1 7.2 0.9 0.11 0.042 29.6 0.16
荒川 流B 8.3 6.9 1.1 0.13 0.032 23.1 0.13
照越川 流 5.7 4.0 0.6 0.11 0.010 5.0 0.10
荒川 流 4.8 4.3 0.6 0.13 0.430 181.7 1.00

照越川 流 9.5 8.2 0.8 0.08 0.058 47.8 1.00
伊豆沼入口橋 5.4 4.4 0.7 0.13 0.496 231.8 -
伊豆沼出口橋 11.6 8.1 3.0 0.26 1.327 1331.7 -

荒川 流 4.3 3.5 - - 0.161 60.4 0.32
照越川 流 2.2 2.0 - - 0.002 0.4 0.00
荒川 流 4.1 3.0 - - 0.529 190.1 1.00

照越川 流 5.9 5.2 - - 0.150 76.7 1.00
伊豆沼入口橋 4.3 3.5 - - - - -
伊豆沼出口橋 13.1 7.5 - - 1.230 1393.2 -

荒川 流 8.1 6.7 - - 0.323 227.2 0.53
照越川 流 5.3 4.8 - - 0.001 0.5 0.00
荒川 流 7.7 6.6 - - 0.645 431.3 1.00

照越川 流 9.3 8.3 - - 0.176 142.6 1.00
伊豆沼入口橋 8.2 7.1 - - 1.187 849.2 -
伊豆沼出口橋 9.3 7.2 - - 2.770 2235.3 -

R5冬

R5夏

R4冬

R4夏

R3冬

R3夏



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NH4-N

(mg/L)

NO2-N

(mg/L)

NO3-N

(mg/L)

PO4-P

(mg/L)

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/L)

ﾌｪｵﾌｨﾁﾝa
(μg/L)

荒川 流A 0.0428 0.0031 0.1598 0.0195 0.4 0.6

荒川 流B 0.0872 0.0090 0.5602 0.0296 4.4 2.1

照越川 流 0.0625 0.0049 0.4216 0.0465 0.7 1.0

荒川 流 0.1095 0.0120 0.9700 0.0317 2.2 1.9

照越川 流 0.0677 0.0096 0.4799 0.0493 2.3 1.4

伊豆沼入口橋 0.0823 0.0109 0.8901 0.0330 3.1 2.4

伊豆沼出口橋 0.9315 0.0183 0.1229 0.0145 112.6 54.3

荒川 流A 0.0568 0.0099 0.1142 0.0825 2.7 4.9

荒川 流B 0.0839 0.0341 0.3144 0.0391 40.9 7.2

照越川 流 0.4415 0.1235 0.3735 0.2250 5.3 7.2

荒川 流 0.0600 0.0215 0.5475 0.0621 6.0 3.8

照越川 流 0.0452 0.0180 0.1889 0.0971 7.6 8.0

伊豆沼入口橋 0.1385 0.0140 0.4720 0.0590 4.5 3.9

伊豆沼出口橋 0.0110 0.0118 0.0067 0.0183 90.9 37.5

荒川 流A 0.0513 0.0026 0.1397 0.0095 2.1 1.5

荒川 流B 0.1018 0.0277 0.4097 0.0155 4.6 1.7

照越川 流 0.0431 0.0044 0.2801 0.0098 1.7 1.0

荒川 流 0.1582 0.0257 1.4558 0.0366 4.1 2.8

照越川 流 0.0950 0.0128 0.3940 0.0536 2.5 1.8

伊豆沼入口橋 0.1424 0.0222 1.1303 0.0349 3.0 1.9

伊豆沼出口橋 0.2277 0.0121 0.1355 0.0089 88.6 53.0

荒川 流A 0.0660 0.0073 0.1777 0.0563 2.6 3.2

荒川 流B 0.1693 0.0248 0.1583 0.0371 2.1 4.4

照越川 流 0.0443 0.0042 0.2319 0.0366 0.8 0.6

荒川 流 0.0413 0.0087 0.3654 0.0305 3.9 2.7

照越川 流 0.0318 0.0055 0.0697 0.0786 6.9 4.6

伊豆沼入口橋 0.0441 0.0111 0.4117 0.0352 6.1 4.2

伊豆沼出口橋 0.0223 0.0010 0.0006 0.0043 43.1 19.9

荒川 流 0.2062 0.0129 0.3814 0.0186 3.0 3.0

照越川 流 0.0388 0.0023 0.4770 0.0053 0.2 0.3

荒川 流 0.1817 0.0198 1.3497 0.0243 5.0 3.1

照越川 流 0.1738 0.0145 0.3979 0.0334 2.5 2.7

伊豆沼入口橋 0.1999 0.0232 1.0688 0.0312 1.7 2.3

伊豆沼出口橋 1.0840 0.0170 0.1619 0.0121 72.9 50.8

荒川 流 0.0239 0.0082 0.2635 0.0521 2.7 3.1

照越川 流 0.0281 0.0041 0.5829 0.0537 0.5 0.6

荒川 流 0.0589 0.0222 0.6012 0.0694 2.7 2.7

照越川 流 0.0396 0.0179 0.4655 0.0800 3.5 3.0

伊豆沼入口橋 0.0409 0.0143 0.6271 0.0710 3.5 3.1

伊豆沼出口橋 0.1046 0.0014 0.0028 0.0209 27.7 13.4

R5冬

R5夏

R4冬

R4夏

R3冬

R3夏

表  栄養塩、クロロフ ル関係の タ一覧 R3～R5  



資料 1-5 

第 19伊豆沼 内沼自然再生協議会資料 

和 6 2 3日 

東 地方環境事務所 

 

伊豆沼・内沼における外来魚対策について 

 

．経緯等 

伊豆沼 内沼 特定外来生物 あ バス等 食害 成８ 1996 頃 ゼ

ゴ 絶滅危惧ⅠA類 来魚類 大 く減少し 当事務所 地元 NPOや 識者

関係行 機関等 協力を得 成 16 2004 度 バス等 防除事業 着手し い  

当所 取組 え多く 関係機関や関係者 取組 や バス 密

度状態 ゼ ゴ 来魚類 回復 見 う  

現時点 捕獲 力を弱 し う バス 個体数 再び増 懸念 あ こ

更 密度状態を目指し い 具体的 繁殖 困難 密度 減少さ 状態 あ

遅滞相管理を目標 し 捕獲等 対策を行 いく  

 

．令和５年度の取組状況 

こ 取組を し 人工産卵床等 防除活動や魚類 環境 DNA調査を実施し

新 密 流対策事業 し 普及啓発活動を実施し  

 

過 度 引 人工産卵床 三角網 定置網 刺網 電気ショッ 防除を実施し

下記 結果を得 2023 産卵床 駆除数 多く 成魚 増 懸念さ こ 状況

次 度 降 う 注視し いく必要 あ  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 人工産卵床 バス産卵床駆除数． 図 2. 三角網 バス稚魚駆除数． 

成魚 幼魚 成魚 幼魚
繁殖期 5 20 0 0

非繁殖期 2 98 0 20

繁殖期 1 0 0 0

非繁殖期 5 0 0 0

繁殖期 59 0 0 0

非繁殖期 4 93 0 0

表 .定置網、刺網、電気ショッ ーでの捕獲数

定置網

刺網

電気ショッ ー

合計

チバス ブルー ル

卵 稚魚 卵 稚魚
人工産卵床 52 0

三角網 61,946 0

合計 52 61,946 0 0

表 .人工産卵床、三角網による捕獲結果
チバス ブルー ル

62 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境 DNA 魚類 生息状況を評価 新技術 し 期待さ い 技術 あ 当該沼

外来魚 ン 活用し いく目的 測定し 今 度 バス 環境DNA

濃度 203.3 copies/L 根絶 成 し 金原 値 比較 高い値 あ

一方 い く検出さ 遅帯相管理 状況 入

考え  

 

密 流対策事業 し 伊豆沼 内沼 監視 基 注意喚起看板 基を

設置し 民や小学生を対象 し 普及広報資料 し 昨 度作成

し マ ネット式ステッ イ 配布を行  

 

 

  

 

 

監視カメラ 注意喚起看板 

図 3. 伊豆沼・内沼におけ 定置網１枚あた の魚類捕獲数の経年変化． 

図 4. 伊豆沼 内沼 び他水域 け バス 環境 DNA

濃度 経 変 ． 
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令和 年度伊豆沼・内沼を利 した取組等実績一覧 

 

【登米市】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

伊豆沼

（登米市迫会場） 

開花

状況

たた

、「中止」 

小型遊覧船 乗 伊豆沼

一面 咲 誇 及

び水鳥を鑑賞（25分程度）。

早朝 開催

さ い た 、乗船後

近隣周遊 促進 。 

景観（ ） 

植物・動物（水

鳥他） 

 

 

 伊豆沼・内沼

実

行委員会 

登米市環境出前講

座 

R5.11.17、 

R6.1.18 

自然 あい体験を

取 入 た総合的 環境

学習 を提供 、

今後 環境教育及び環境

保全活動 拡充

。 

野鳥 新田小学校、

石越小学校 

登米市 

第 62 回伊豆沼・内

沼 ーン ン

ーン 

月下旬 伊豆沼・内沼周辺 美 い

水辺 景観を守 た 、地

域 小中学校、企業、団体

等 方々 協働 、清掃活

動を実施 い 。 

伊豆沼・内沼 栗原市・登米

市 団体、個

人 

伊豆沼・内沼

ーン

ン ーン実行

委員会 

栗原市、登米

市共催 

 

【栗原市】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

伊豆沼・内沼

 

R5.7.22(土)

～8.27(日) 

ー 湿地 あ 伊

豆沼・内沼 遊覧船 乗

、湖面い ぱい 咲 誇

花を間近 観賞

。 

（昨年 豪雨

開花状況 悪 たた

伊豆沼 遊覧船運行） 

景観（ ） 一般 伊豆沼・内沼

実行委

員会 
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栗駒山麓 オ

ー 学習 

 

R5.6～12 さ 栗原を学 オ

ー 学習 一環 、伊

豆沼・内沼 成 立ちや、動

植物 生態系、環境 い

学習 会 開催 

景観（伊豆沼、

、鳥類、干拓地）、

動植物（水生植物、

昆虫、鳥類）、

ー ン 場

（昆虫採集、水生

生物観察） 

小・中学生（学

年単位） 

栗駒山麓

オ ー 推

進協議会 

日本 オ ー

ネ ワー 再

認定審査 

R5.11.13

～15 

栗駒山麓 オ ー 日本

オ ー ネ ワー 再

認定現地審査 利 た

。 日間現地調査員

現地確認や意見交換 行

わ 、伊豆沼・内沼 保全

や活 事例、渡 鳥 飛

来 様子を紹介 た 。 

 

景観（伊豆沼、鳥

類、干拓地）、 

栗駒山麓 オ

ー 推進協

議会関係者 

日本 オ ー

委員会委員 

栗駒山麓

オ ー 推

進協議会 

第 回伊豆沼・

内沼 ーン

ン ーン 

R6.3.21 伊豆沼・内沼周辺 湖沼環

境を保全 清掃活動。 

ー ン

場（清掃） 

一般 伊豆沼・内沼

ーン

ン ーン

実行委員会 

 

【一般社団法人 ー ネ ワー 】 
取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

日曜日 拾い 

CLEAN WETRANS 

Project 

4/2（日） 

5/14（日） 

6/4（日） 

7/2（日） 

8/6（日） 

9/3（日） 

10/1（日） 

11/5（日） 

12/3（日） 

1/7（日） 

毎月定例 伊豆沼・内沼周

辺 拾いを行う。 

 

 

 

・参加者：308人 

・ ：計 279.7㎏ 

景観・環境 

ー ン 

植物・動物（ 、

昆虫、鳥類） 

た  （一社）

ー

ネ ワー

 

JTB 地域い い

 

10/28（土） 企業 SDGs 活動 受入

伊豆沼周辺 拾い。 

 

・参加者：27人 

・ ：計 10.45㎏ 

景観・環境 

ー ン 

植物・動物（ 、

昆虫、鳥類） 

一般 (株)JTB 

(有)伊豆沼農

産 
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伊豆沼・内沼

ー「 ン観

察」 

飛び立ち・

入  

11/3（金） 

12/16（土） 

伊豆沼・内沼 飛来 い

ン 飛び立ち・

入 を観察

。観察時 ー、伊

豆沼・内沼 歴史、 ン

生態 説明。 

景観・環境 

植物・動物（枯

、鳥類） 

一般 （一社）

ー

ネ ワー

 

日曜日 拾い 

CLEAN WETRANS 

Project 

2/4（日） 

3/3（日） 

毎月定例 伊豆沼・内沼周

辺 拾いを行う。 

景観・環境 

ー ン 

植物・動物（ 、

昆虫、鳥類） 

た  （一社）

ー

ネ ワー

 

 

【有限会社伊豆沼農産】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

ン ン 受入

を想定 た タ

ー ー 

10～12月 

計 6回 

海外観光客を受 入

体制強化 た ー。野

鳥観察や郷土芸能、郷土料

理体験を組 合わせた内

容 実施。 

伊豆沼・内沼 景

観、動植物 

一般、企業 伊豆沼農産 

漁師体験講習会 8月、9月 

計 2回 

伊豆沼 現状 環境保全

活動、漁師体験企画時 注

意点等を学 講習会 

伊豆沼・内沼 動

植物 

地元住民 伊豆沼農産 

教育旅行 受入 5月、10月 

計 5回 

や 教育旅行 ー

ネー 支援 ンター 連

携 たSDGs 探究学習特化

型  

伊豆沼・内沼 景

観、動植物 

中・高校生 旅行会社、伊

豆沼農産 

ーン活動 R5.10.28 企業 SDGs 活動受入（伊

豆沼周辺 清掃活動 食

農体験を実施） 

伊豆沼 一般 旅行会社、伊

豆沼農産 

伊豆沼八景 検討

会 

7月～ 伊豆沼・内沼 見

ン 選定、 制作 

伊豆沼・内沼 景

観、動植物 

地元住民 伊豆沼農産 
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【登米市伊豆沼・内沼 ン チ ンター】 
取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

展示事業 通年 地元写真家 作品を館内

展示 

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

 登米市伊豆沼・内

沼 ン チ

ンター、伊豆

沼内沼  

環境教育事業 不定期開

催 

伊豆沼周辺 動植物を観

察 、ワ ー を学

ン  

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

小・中・高 

大学、一

般 

登米市伊豆沼・内

沼 ン チ

ンター 

伊豆沼読書会 毎月最終

土曜日 

文学、自然を ー 伊豆

沼 新 い見方を学び、そ

魅力を再発見

ン  

伊豆沼・内沼

景観、近隣

地域 文化等 

一般 登米市伊豆沼・内

沼 ン チ

ンター、伊豆

沼読書会 

【宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

自然体験講座 

(漁師体験ほ ) 

R5.6.24ほ

計 回 

魚類や水生昆虫 採集

体験を通 、沼 貴重

自然環境を体感 。 

伊豆沼 魚類

や水生昆虫 

小学生以上

20人 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団 

自然体験講座 

（飛び立ち観察会） 

 

R5.11.11

ほ 計

回 

 

伊豆沼 早朝 ン飛

び立ち観察会 志津川

湾 ン観察会

を実施 た。 

伊 豆 沼 鳥

類。志津川湾

鳥類 

小学生以上

20人 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団 

各種体験・保全活動 R5.06月～

12月 

計 31件 

水生植物園 を活

た水辺 体験活動や

保全活動を実施

た。 

伊豆沼内沼

景観、動植物 

タ自動

車 東 日 本

（株）・豊田

合成東日本

(株)・小中

学校・高校・

大学等、小

学生以上 

670人 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団

（受 入 ） 

伊豆沼・内沼 ー

ン ン ーン 

R6.3.21 春分 日 伊豆沼・内沼

ーン ン ーン

を実施 予定 。 

伊豆沼・内沼 登米市、栗

原 市 団

体、個人 

R5 年 参

加者 625

名 た。 

伊豆沼・内沼

ーン ン ー

ン実行委員会 

栗原市、登米市共

催 
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令和 年度伊豆沼・内沼を利 した取組等の予定一覧 

【登米市】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

伊豆沼・内沼

 

月下旬 

～ 

月下旬 

ー 湿地 あ 伊豆沼・内沼

遊覧船 乗 、湖面い ぱい 咲

誇 花を間近 観賞 。 

令和 年度、登米市 迫会場

生育状況 開催を断念、令和

年度 回復状況 期待。 

景観（ ） 一般 伊豆沼・内沼

実行委

員会 

（栗原市、登米

市共催） 

登米市環境

出前講座 

11月下旬 自然 あい体験を取 入

た総合的 環境学習 を

提供 、今後 環境教育及び環境保

全活動 拡充 。 

野鳥 市内小学

校 

登米市 

第 回伊

豆沼・内沼

ーン

ン ーン 

月下旬 伊豆沼・内沼周辺 美 い水辺 景

観を守 た 、地域 小中学校、企

業、団体等 方々 協働 、清掃活

動を実施 い 。 

伊豆沼・内沼 栗原市・

登米市

団体、個

人 

伊豆沼・内沼

ーン ン

ーン実行委員会 

（栗原市、登米

市共催） 

【栗原市】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

伊豆沼・内沼

 

7月下旬 

～ 

8月下旬 

ー 湿地 あ 伊豆沼・内

沼 遊覧船 乗 、湖面い ぱい

咲 誇 花を間近 観

賞 。 

 

景観（ ） 一般 伊豆沼・内沼

実行委

員会 

（栗原市、登米

市共催） 

栗駒山麓

オ ー 学

習 

 

R6.6～12 さ 栗原を学 オ ー

学習 一環 、伊豆沼・内沼

成 立ちや、動植物 生態系、

環境 い 学習 会

開催 

景観（伊豆沼、

、鳥類、干

拓地）、動植物

（水生植物、昆

虫、鳥類）、

ー ン

場（昆虫採集、

水生生物観察） 

小・中学

生（学年

単位） 

栗駒山麓 オ

ー 推進協議会 

第 回伊

豆沼・内沼

ーン

ン ーン 

R7.3.21 伊豆沼・内沼周辺 湖沼環境を保

全 清掃活動。 

ー

ン 場（清掃） 

一般 伊豆沼・内沼

ーン ン

ーン実行委員会 

（栗原市、登米

市共催） 
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【一般社団法人 ー ネ ワー 】 
取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

日曜日 拾い 

CLEAN WETRANS 

Project 

毎月第一

日曜日 

毎月定例 伊豆沼・内沼

周辺 拾いを行う。 

景観・環境 

ー

ン 

植物・動物

（ 、昆

虫、鳥類） 

た  （一社）

ー ネ

ワー  

伊豆沼・内沼

ー「 ン観察」 

飛び立ち・ 入

 

10 月中旬

～12 月中

旬 

伊豆沼・内沼 飛来

い ン 飛び立ち・

入 を観察

。観察時

ー、伊豆沼・内沼 歴

史、 ン 生態

説明。 

景観・環境 

植物・動物

（枯 、

鳥類） 

一般 （一社）

ー ネ

ワー  

 

【有限会社伊豆沼農産】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

ワ ー を

ー た観光

ン ン 開発 

通年 伊豆沼・内沼 景観、

動植物を活 た体験

企画 

空 家、民泊、 ン

等 施設整備 

農業体験、郷土料理加

工体験企画 

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

一般、企業 伊豆沼農産 

国内外 観光客を

対象 た ー

受入 

通年 ・野鳥観察を

、漁師体験、星空観察、

郷土料理体験等を組

合わせた ー 企画・

運営。伊豆沼八景 活

想定中。 

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

一般、企業 伊豆沼農産 
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【登米市伊豆沼・内沼 ン チ ンター】 
取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

展示事業 通年 地元写真家 作品を館

内 展示 

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

 登米市伊豆沼・内

沼 ン チ

ンター、伊豆

沼内沼  

環境教育事業 不定期開

催 

伊豆沼周辺 動植物を

観察 、ワ ー を

学 ン  

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

小・中・高 

大学、一般 

登米市伊豆沼・内

沼 ン チ

ンター、伊豆

沼読書会 

伊豆沼読書会 毎月最終

土曜日 

文学、自然を ー 伊

豆沼 新 い見方を学

び、そ 魅力を再発見

ン  

伊豆沼・内沼

景観、近隣

地域 文化等 

一般 登米市伊豆沼・内

沼 ン チ

ンター、伊豆

沼読書会 

 

【宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団】 

取組名称 実施日 概要 活 資源 参加対象 主催 

自然体験講座 10回 6,7 月 水辺 生 物採

集 観察会。 

7,8 月 昆虫採集 標本

作 。 

8,9 月 伊豆沼漁師体

験。 

11月以降 、伊豆沼 早

朝 ン飛び立ち観察

会 志津川湾

ン観察会を実施

。 

伊豆沼 昆虫

類、魚類、鳥

類。志津川湾

鳥類 

小学生以上

20人。 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団 

各種体験・保全活動 適宜 水生植物園 を活

た水辺 体験活動や

保全活動を実施 。 

伊豆沼・内沼

景観、動植

物 

小学生以上 

 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団

（受 入 ） 

伊豆沼・内沼 ー

ン ン ーン 

R7.3.21 春分 日 伊豆沼・内沼

ーン ン ーン

を実施 予定 。 

伊豆沼・内沼 登米市、栗

原 市 団

体、個人 

伊豆沼・内沼

ーン ン ー

ン実行委員会 

栗原市、登米市共

催 

 


